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１. はじめに 

 平成 17 年に出された中央教育審議会答申および平成 20 年に改訂（改定）された『幼稚園教育要

領』『保育所保育指針』において、学校種間の接続の重要性があげられた。こうした動向を方向づけ

ているのは、いわゆる「小１ギャップ」（1）の問題であり、それゆえ学校種間の段差を滑らかにつな

げる必要性が求められたのである（加藤・高濱・酒井・本山・天ケ瀬，2011）。また、平成 29 年に

改訂（改定）された『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『認定こども園教育・保育要領』および

『小学校学習指導要領』においても、「小学校入学当初における生活科を中心とした接続期カリキュ

ラムの充実」「学校種間の円滑な接続を図る必要性」が示されている（今井・後藤，2017）。しかし、

文部科学省が行った調査（2009）では、教職員等は学校種間の接続の重要性を指摘しながらも、教

育実践上の取り組みは十分に進んでいない状況にあると認識していることが明らかになった。 

 こうした状況の中、昆布（2013）は、学校種間の接続を見通した教育実践上の具体的な手立ての

一つとして絵本に注目し、絵と言葉で構成される絵本は、幼稚園・保育園などでの読み聞かせを通

して子どもたちに親しまれており、イメージを具体化する上で視覚と聴覚の両方から情報伝達可能

な点から、小学校以降においてもその有効性が発揮できるとしている。また、髙木（2019）は、小

学校低学年における絵本の活用が子どもたちの小学校への適応を促すことを見出し、その理由とし

て、まだ思うように文章を読み解くことのできない低学年にとって負担を強いることなく、小学校

入学前から慣れ親しんだ安心感をもたらす活動であるためと解釈している。さらに、小学校低学年

の教科で取り扱う内容が含まれた絵本を選書し、その活用にアニマシオン（animación）を取り入れ

ることで、幼保小接続期における教科学習の充実が期待できると述べている。金（2020）も、幼保

小接続を図る上で中核的な役割を果たす小学校低学年の「生活科」の内容をコネクト・キーワード

 
1 一般的に「小 1 プロブレム」と呼ばれている。しかし、本稿では金（2020）に倣い、幼保小の間には方法的・内容的側

面で段差があり、それらの接続に課題があるという視点から「小 1 ギャップ」と呼ぶ。 
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としてまとめ、これらに該当する絵本リストを提示するとともに、生活科の授業において具体的な

活用方法を工夫する必要性を指摘している。 

 ところで、上述したアニマシオン（animación）とは、魂に命を吹き込み活気づけるという意味の

言葉であるが、中でも本を一人で十分に読めない子どもを手助けして、本の内容を理解し深く考え

自分のものにすることができる力を引き出すためにスペインで開発された読書指導メソッドを読書

へのアニマシオンと呼ぶ（有元，2002）。日本では 1999 年頃から読書へのアニマシオンが広がりを

見せ始め（足立，2019）、「大人の考えを押しつけずに、自分で考えられる子どもを育てることがで

きる」「様々な知的能力と人格を育むことができる」「批判力や想像力を段階的に身につけることが

できる」などの教育的効果が報告され、近年では絵本読み活動にも取り入れられている（村田・横

澤，2015）。その一方で、読書へのアニマシオンがもつ教育的効果を保ちながら、気軽に行える新た

なアニマシオンのあり方も最近注目されつつある。たとえば桂（2006）は、アニマシオンを読書指

導以外に適用したものを「アニマシオン的手法」と呼び、読書へのアニマシオンだけでなく、アニ

マシオン的手法による小学校低学年の国語の授業実践を報告している。また、白石・佐藤（2019）

は、アニマシオンを読書指導に留まらず、アニマシオン的手法として授業内の活動に用いることで、

子どもたちにとっては楽しく教科の内容が身につくという効果を、教師にとっては教科の目的を達

成する上で子どもたちの興味や関心を引き出しやすいという効果を得ることが期待できるとしてい

る。矢崎（2009）においても、アニマシオン的手法は「仲間と一緒に楽しむ」「異なる他者とのコミ

ュニケーション」「人との関わり合い」を重視した概念であり、アニマシオン的手法を活用し、教師

が単元に合わせて適切な活動を展開していくことで、協同的な学びや創造性、想像力を発揮できる

機会を増やすことにつながると評価している。 

 

２．幼保小接続期における「アニマシオン的手法」の意義 

 以上のことから、本稿では幼保小接続を見通した具体的な手立てを模索すべく、主として「アニ

マシオン的手法」を用いた小学校低学年の授業内の効果的な活用場面を考えていくこととし、一先

ず、アニマシオン的手法を小学校低学年の授業に用いることの意義について述べる。1 つ目は、楽

しみながら様々な力を身につけることができるという特徴である。子どもたちは、「園生活でしてい

た遊びと似ているな」という感覚をもって安心して活動に臨むことができたり、「園でもやっていた

からできるよ」というような自信をもって活動に参加することができると考えられる。これらによ

って、就学後の環境の変化に戸惑っている子どもたちから安心感や自信を引き出しながら、小学校

における生活や学習の仕方などの学びにつながっていくと考えられる。2 つ目は、人との関わりに

重点が置かれているという特徴である。特に、新しい環境に慣れ、安心感を獲得することを重点目

標とする小学校低学年において、子どもたちの安心感の獲得に役立つと考えられる。また、アニマ

シオン的手法のもつ汎用性や発展性から、子どもたちの実態に合わせて活動内容を開発していくこ

とができるため、幼児期に身につけてきた想像力や創造性を発揮し、小学校での学習への意欲を高

める機会を計画的に設定できると考えられる。 
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３．アニマシオン的手法を用いた「生活科」の授業試案 

平成 29 年に改訂された『小学校学習指導要領』の第 1 章総則において、幼児期および中学年以降

との円滑な接続を図る中核的な役割が低学年の生活科に期待されている、と示された。生活科は、

子どもたちが幼児期までに育んできた学びが円滑に移行できるよう、その連続性を重視する教科で

あると考えられ、本稿では小学校第 1 学年「生活科」における最初の単元である「がっこうたんけ

ん」を取り上げ、効果的な授業方法の提案を行う。「がっこうたんけん」は、平成 29 年の『小学校

学習指導要領』生活編の内容（1）「学校と生活」を受けて構成されている単元である。学校生活に

関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達、通学路の様子やその

安全を守っている人々などについて考えたり、学校での生活は様々な人や施設と関わっていること

が分かり、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしようとする態度の育成が

目指されている。本稿では、この「がっこうたんけん」を単元とし、前述した「アニマシオン的手

法」を取り入れた具体的な指導計画を以下に示す。 

 

１）単元名 

第 1 学年生活科「がっこうたんけん」 

 

２）目標 

学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達、通学路

の様子やその安全を守っている人々などについて考えることができ、学校での生活は様々な人や施

設と関わっていることが分かり、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしよ

うとする。 

 

３）指導の工夫 

表 1 に示す本単元の指導に当たっては、「たんけん」というイメージを大切にすること、活動に「ア

ニマシオン的手法」を取り入れることがあげられる。1 つ目の「たんけん」というイメージを大切

にすることは、幼児期に慣れ親しんできた「ごっこ遊び」の感覚を子どもたちから引き出しながら

授業を行っていくことである。「がっこうたんけん」の活動を行う中で、「たんけんたい」として活

動に出かけたり、「さくせんかいぎ」として友達と協力して学校探検のルートを考えたり、「かつど

うほうこう」として今日の活動の成果を振り返ったり発表したりする活動を行っていくことで、子

どもたち全員が「たんけん」という共通のイメージをもちながら楽しんで活動に参加していくこと

ができるようにする。2 つ目の「アニマシオン的手法」を取り入れることは、学校探検の活動の中

に「アニマシオン的手法」を適宜取り入れ、子どもたちが表 2 に示す「生活する力」「学ぶ力」「関

わる力」といった 3 つの資質・能力を楽しんで身につけたり、主体的な学びや協働的な学びを促し

ていくことができるようにすることである。 

 



鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要 第３１巻（2022） 

- 164 - 

 

生活する力 学ぶ力 関わる力

1　みんなでがっこうをあるこう

導入　読み聞かせ活動『もりのなか』
展開　みんなで一緒に校内を探検する。
終末　「これはどこかな？」
アニマシオン的手法の活動（1）

【態度：諸感覚を働かせ、学校の施設や
　学校で働く人々に興味をもち、楽しんで
　学校生活を送ろうとしている】

オ、カ ク、サ

2　こうていをあるいてみよう

導入　読み聞かせ活動『999ひきのきょう

　　　 だいの春ですよ』

展開　みんなで一緒に校庭を探検したり、遊
　　　具で遊ぶ。
終末　今日の感想を伝えあう。
【知識・技能：学校の施設の位置や学校の決
　まりを理解している】

ア オ、カ、
キ

ク、サ

3　ともだちとがっこうをたんけんしよう①

導入　読み聞かせ活動『すてきなさんにん
            ぐみ』

展開　学校探検の決まりを考える。
終末　今日の感想を伝えあう。
【思考・判断・表現：学校探検の目的や安全
　に探検するためにルールを考えようとして
　いる】

エ、オ ク、ケ、
サ

4　ともだちとがっこうをたんけんしよう②

導入　初めての学校探検や遊具で遊んだ写真
　　　を見て前回の活動を思い出す。
展開　自分たちだけで行く学校探検の計画を
　　　立て、準備する。
終末　今日の感想を伝えあう。
【思考・判断・表現：行ってみたい場所を選
　んで、自分なりの探検の計画を考えようと
　している】

イ、ク エ、カ ク、ケ、
コ、サ

5　ともだちとがっこうをたんけんしよう③

導入　読み聞かせ活動『きょだいなきょだい
　　　な』
展開　自分たちだけで学校探検をする。
終末　「これはどこにあるもの？」
アニマシオ的手法の活動（2）

【知識・技能：学校探検のルールや学校の決
　まりを理解している】
【態度：同じグループの友達と協力し、見通
    しをもち、諸感覚を働かせながら、学校の

    施設や人々に関心をもち関わろうとしてい

    る】

ア、イ、ウ エ、オ、
カ

ク、ケ、
コ、サ

6　がっこうにいるひととなかよくなろう①

導入　学校探検の時の写真を見て前回の活動
　　　を思い出す。
展開　インタビューで聞きたいことをまと
　　　め、準備する。
終末　今日の感想を伝えあう。
【思考・判断・表現：自分の思いや願いに基
　づいて活動の目的や質問内容や調べる方法
　等を考えようとしている】

イ、ウ エ、カ ク、ケ、
コ、サ

7　がっこうにいるひととなかよくなろう②

導入　読み聞かせ活動『ぼくんちどうぶつえ
　　　ん』
展開　先生方へのインタビューをする。
終末　「これはだれのこと？」
アニマシオン的手法の活動（3）

【知識・技能：挨拶や適切な話し言葉を使っ
　てインタビューすることを理解している】

ア、イ、ウ エ、オ、
カ

ク、ケ、
コ、サ

表1　指導計画（総時数13時間）

主な学習活動【評価基準】過程
発揮する幼児期の経験

で
あ
う
・
み
つ
け
る

か
か
わ
る
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生活する力 学ぶ力 関わる力

8　たんけんでみつけたことをはなそう①

導入　これまでの活動の写真を見て、どんな
　　　ことがあったかを思い出す。
展開　これまでの探検で見つけたものや感想
　　　をまとめたり、クイズ大会の準備をす
　　　る。
終末　今日の感想を伝えあう。
【態度：これまでの学校探検を通して、見つ
    けたものや楽しかったことなどを友達に素

    直に伝えようとしている】

イ、ウ キ サ

9　たんけんでみつけたことをはなそう②

導入　これまでの活動の写真を見て、どんな
　　　ことがあったかを思い出す。
展開　学校の秘密クイズ大会を行う。
終末　今日の感想を伝えあう。
【知識・技能：学校の施設や人々の様子や役
　割が分かり、自分とどのような関わりがあ
　るかを理解している】
【思考・判断・表現：自分なりの表現方法で
　楽しく表現したり、調べたことをみんなに
　伝えたいという相手意識をもって表現して
　いる】

イ エ、カ、
キ

ク、ケ、
コ、サ

10　みんなでつうがくろをあるこう

導入　読み聞かせ活動『ちびごりらのちびち
　　　び』
展開　みんなで学校の周りを歩く。
終末　「つうがくろのじゅんばん」
アニマシオン的手法の活動（4）

【知識・技能：自分たちの安全を守っている
　人々や施設などの通学路の様子に気づいて
　いる】

イ エ、オ、
カ

ク、サ

11　つうがくろのあんぜん

導入　学校の周りの写真を見て、学校の周り
　　　の様子を思い出す。
展開　学校の周りを歩いて見つけたものや感
　　　想をまとめ、安心で安全な通学の仕方
　　　について考える。「なににきをつけれ
　　　ばいいかな？」
アニマシオン的手法の活動（5）

終末　今日の感想を伝えあう。
【思考・判断・表現：安心で安全な通学の仕
　方について考えようとしている】
【態度：登下校時のルールやマナー守って、
    安心で安全な登下校をしようとしている】

エ、カ、
キ

ク、ケ、
サ

12　がっこうだいすき①

導入　これまでの活動の写真を見て、どんな
　　　学習をしてきたかを思い出す。
展開　これまでの学習を振り返り、感じたこ
　　　とや考えたことを自分なりの表現で表
　　　す。「これからのぼく、わたし」
アニマシオン的手法の活動（6）

（絵をかく活動とこれからのぼく、わたしの
    活動を選択させ行う）

終末　今日の感想を伝えあう。
【知識：できるようになったことや自分自身
    の成長に気づいている】

イ、ウ オ、カ、
キ

サ

13　がっこうだいすき②

導入　読み聞かせ活動『たまごにいちゃんぐ
　　　み』
展開　これからの学校生活で楽しみなことや
　　　どんな一年生になりたいかなどを発表
　　　する。
終末　今日の感想を伝えあう。
【態度：これからの小学校生活に対する期待
    をもって、楽しんで遊びや生活をしたりし

    ようとしている】

イ エ、オ、
カ、キ

サ

表1　指導計画（総時数13時間）

つ
た
え
あ
う
・
つ
な
が
る

過程 主な学習活動【評価基準】
発揮する幼児期の経験
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４）アニマシオン的手法を用いた活動内容 

（１）活動名 「これは、どこかな？」  

想定される実施場面 みんなでがっこうをあるこう（表 1 の 1/13）の終末部分 

ねらい 学校の施設の様子に興味を持ち、楽しく安心して活動に取り組もうとする。 

活動内容 表 3 参照 

 

（２）活動名 「これは、どこにあるもの？」  

想定される実施場面 ともだちとがっこうをたんけんしよう③（表 1 の 5/13）の終末部分 

ねらい 学校の施設の様子に興味をもち、同じグループの友達と協力し、楽しく安心して活動

に取り組もうとする。 

  活動内容 表 4 参照 

 

（３）活動名 「これは、だれのこと？」 

想定される実施場面 がっこうにいるひととなかよくなろう②（表 1 の 7/13）の終末部分 

ねらい 学校で働く人々に興味をもち、同じグループの友達と協力し、楽しく安心して活動に

取り組もうとする。 

活動内容 表 5 参照 

 

（４）活動名 「つうがくろのじゅんばん」 

想定される実施場面 みんなでつうがくろをあるこう（表 1 の 10/13）の終末部分 

ねらい 自分たちの安全を守っている人々や施設などの通学路の様子に興味をもち、友達と協

力しながら、楽しく安心して活動に取り組もうとする。  

活動内容 表 6 参照 

 

 

資質・能力

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

表2　生活科において発揮する発展した幼児期の経験と3つの資質・能力

関わる力

全身で話を聞き、内容を理解し考える

読み聞かせを継続して聞き、想像し考える

体験的な活動を通して、諸感覚で感じ考える習慣を身につける

運動・音楽・創作活動を通して、楽しく自己表現をする

学校の約束やルールは必ず守るという意識をもつ

目的やルールを話し合い、協力する楽しさを味わう

折り合いを付ける経験を重ね、友達との関わりを広げる

伝えあいや振り返りを行い、友達と自分のよさに気づく

学ぶ力

生活科において発揮する発展した幼児期の経験

時計を活用し、見通しと予測をもって活動する

道具や配布物の整理、食事、身支度をする

困ったときに人に力を借りて乗り越える

生活する力
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（５）活動名 「なににきをつければいいかな」  

想定される実施場面 つうがくろのあんぜん（表 1 の 11/13）の展開部分 

ねらい 正しい通学のマナーやルールが分かり、これからも進んで守ろうとする態度を養う。 

  活動内容 表 7 参照 

 

 

主な活動内容 教師の具体的な働きかけ

1　学校探検を行ったグループごとに教室の

     前に集まって座る。

〇 幼児期の活動と同じ環境にし、子どもたちに
   安心感をもたせるために、教室の前方に子ど
   もたちを集める。
〇 すぐに話し合えるように、同じグループ同士
   近くに座らせる。

2　学校探検をした感想を発表する。 〇 楽しく参加するために、無理に誘うことを
   せず、発表を望む子どもに機会を与える。

3　教師が、感想の中で出てきた学校の中に

     ある物の名前カードを黒板に貼る。

〇 子どもたちの言葉を基に活動を進めていくた
   めに、物の名前が出てこないときは、その場
   所に探検に行った子どもたちが思い出せるよ
   うな言葉かけを行う。

4　教師が出した物の名前カードの写真一つ

     ずつ見て、これは何という名前かを答え

     る。

〇 ひらがなに親しむために、文字カードを用意
   し、視覚的に考えることができるように、写
   真カードを用意する。

5　物の名前カードと写真カードを一緒に黒

     板に貼る。

〇 自分で考える力を育てるために、一人の子考
   えているときは、みんなは静かに見守り、考
   え終わった後にみんなで合っているかを確か
   めるようにする。

6　同じ場所にあった物をグループにする。

7　グループになっているものはどこにあっ

     たかを答える。

〇 国語科との関連を図るために、確認を行う際
   には、写真をさしながら「これは・・・で
   す」「～は・・・にあります」という表現
   を使って話す練習を行う。

8　全員で黒板に貼ってあるカードを確認す

     る。

表4　活動内容

主な活動内容 教師の具体的な働きかけ

1　教室の前に集まって座る。 〇 幼児期の活動と同じ環境にし、子どもたち
   に安心感を持たせるために、教室の前方に子
   どもたちを集める。

2　校内を歩いて回った感想を発表する。 〇 楽しく参加するために、無理に誘うことを
   せず、発表を望む子どもに機会を与える。

3　教師が、感想の中で出てきた教室の名前

     カードを黒板に貼る。

〇 子どもたちの言葉を基に活動を進めていくた
   めに、教室の名前が出てこないときは、教室
   の中にあったものや部屋の特徴をヒントとし
   て出しながら子どもたちとやり取りをしてい
   く。

4　教師が、黒板に見学で見て回った教室の

     写真カードを無作為に貼る。

〇 使用する写真は、教室の特徴的な部分が写っ
   ているものを用意し、子どもたちが視覚的に
   考えることができるようにする。

5　名前カードと写真カードを線でつなぐ。 〇 自分で考える力を育てるために、一人で考え
   ているときは、みんなは静かに見守り、つな
   ぎ終わった後にみんなで合っているかを確か
   めるようにする。

6　線でつなぎ終わったら、写真カードがど

     の教室を指しているのかを全員で確認す

     る。

〇 国語科との関連を図るために、確認を行う際
   には、写真を指しながら「これは・・・で
   す」という表現を使って話す練習を行う。

表3　活動内容
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主な活動内容 教師の具体的な働きかけ

1　教室の前に集まって座る。 〇 幼児期の活動と同じ環境にし、子どもたちに
   安心感を持たせるために、教室の前方に子ど
   もたちを集める。

2　学校の周りを歩いて回った感想を発表す

     る。

〇 楽しく参加するために、無理に誘うことを
   せず、発表を望む子どもに機会を与える。

3　生活班ごとに横に並び、班の人数分の別

     のある施設のことが書かれた文カード一

     人ずつを配る。

〇 順番が分からない子どもに対しては、どんな
   ものがあったかを教師と一緒に思い出せるよ
   うに声掛けを行う。

4　左から順番に声に出して文カードを読

      み、今日の探検で出てきた順番に並び変

      わる。（各生活班ごとに行う）

〇 国語科の音読との関連を図り、大きな声で
   はっきりと文カードを読むように指導する。

5　全体で答え合わせを行う。 〇　班で協力して行えるように声掛けを行う。

表6　活動内容

主な活動内容 教師の具体的な働きかけ

1　教室の前に集まって座る。 〇 幼児期の活動と同じ環境にし、子どもたち
   に安心感を持たせるために、教室の前方に子
   どもたちを集める。

2　絵カードを一枚ずつ見て、どんなことを

     思ったか発表する。（絵カードの絵は、教

　 科書に掲載されている絵を使用する）

〇 楽しく参加するために、無理に誘うことを
   せず、発表を望む子どもに機会を与える。

3　通学中のお約束が書かれた文カードを全員

     で声に出して読む。

〇 言葉が出てこないときには、絵のどこに注目
   すればいいか分かるような声掛けを行う。

4　黒板に貼られたお約束カードと絵カードの

     組み合わせを考える。

〇 全員が見やすいように大きなお約束カードを
   用意する。

5　正しいと思う組み合わせを発表する。 〇 学習の進め方を身につけるために、まずは一
   人で考えさせ、そのあとに二人組で考えて発
   表を行わせる。
〇 発表の際には、国語科との関連を図るため
   に、「これは、・・・だと思います」とい
   う表現を使って話す練習をする。

6　全員でお約束カードと絵カードを照らし合

     わせながら確認する。

表7　活動内容

主な活動内容 教師の具体的な働きかけ

〇 幼児期の活動と同じ環境にし、子どもたち
   に安心感を持たせるために、教室の前方に
   子どもたちを集める。
〇 すぐに話し合えるように、同じグループ同
   士を近くに座らせる。

2　インタビューを行った感想を発表する。 〇 楽しく参加するために、無理に誘うことを
   せず、発表を望む子どもに機会を与える。

3　ある先生に関するキーワードの言葉カー

     ドを黒板に貼る。

〇 子どもたちの言葉を基に活動を進めていくた
   めに、キーワードが出てこないときは、イン
   タビューに行った子どもたちが思い出せるよ
   うな言葉かけを行う。
〇 ひらがなに親しむために、文字カードを用意
   する。

4　このキーワードは、どの先生のことを

     説明しているのかを考える。

〇 学習の進め方を身につけるために、まずは一
   人で考えさせ、そのあとにグループで考えて
   発表を行わせる。

5　グループごとに答えを発表する。 〇 発表の際には、国語科との関連を図るため
   に、「これは、・・先生のことだと思いま
   す」という表現を使って話す練習をする。

6　正解発表を行う。

1　学校探検を行ったグループごとに教室の

     前に集まって座る。

表5　活動内容
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（６）活動名 「これからのぼく、わたし」  

想定される実施場面 がっこうだいすき①（表 1 の 12/13）の展開部分 

ねらい これまでの活動でのイメージを膨らませ想像力を高める。 

  活動内容 表 8 参照 

 

４．まとめと今後の展望 

本稿では、円滑な幼保小接続に向けた教育実践の手立てとして「アニマシオン的手法」に着目し、

小学校第 1 学年における生活科の具体的な指導計画を提案することができた。今後は、本稿で提示

した指導計画に基づく成果を検証することが必要であると考える。本稿の指導計画が小学校入学に

よる環境の変化に戸惑いをもつ子どもたちにとって、新しい環境への安心、自信、成長をどの程度

促すことができたのかという成果検証までは至っていないため、実際の授業実践を通して検証する

ことが求められよう。最後に、幼保小接続を円滑に進めるためには、接続期に関わるすべての教職

員がその重要性を理解し、共通認識を深めることはもちろんのこと、幼保小接続に有効に働く具体

的な授業実践の方法について、さらなる創意工夫や情報共有が必要であろう。 
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